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　2009年の秋にスペイン聖書協会へ寄
り、スペイン語のバイブル・トーク200
個を贈呈しました。その前年、200個贈
呈したものが好評で、ぜひ新たに追加し
てほしいとの要請を受けたからです。ス
ペインに本拠地を持つ盲人伝道協会が、
目の見えない人にはバイブル・トークが
いちばん便利だと高く評価してくださっ
たのです。今はiPodなどの高機能なMP3
プレーヤーが出回っていますが、録音聖
書が本体に組み込まれているバイブル・
トークは、手で触って簡単に操作できる
ため、カセットテープやCDと比べ、とて
も使いやすいとのことです。
　このスペイン語のバイブル・トークが
キューバに渡り、刑務所でも使われてい
ると聞きました。本体が卵形なので凶器
にならず、また聖書を聴く機能しかない
ため悪用されないという理由で、持ち込
みが許されているそうです。その報告を
聞いた私たちは驚くとともに、さまざま
なネットワークを通じてカリブ海諸国ま

で日本聖書協会のバイブル・トークが用
いられていることに神様の導きを感じま
した。
　今、スペインは失業率20%と、ユーロ

圏内でいちばん経済の落ち込みが激しく、
たいへんです。けれども、街の中は若者
が多く、活気にあふれていました。現地
の日本人によると、スペイン人はくよく
よせず、「すべては神様がどうにかしてく
れるよ」という楽観的な人生観が身につ
いているとのことです。
　かつてはイスラム教勢力と戦って国土
を奪還し、次いで海洋国としてアメリカ

大陸を発見し、中南米
にスペイン語圏を残し
たスペイン。現在は、
中南米の人々にスペイ
ン語聖書を通して福音
が宣べ伝えられている
ことに、改めて深い感
慨を抱きました。

（渡部  信）

「スペイン語圏に広がる
バイブル・トーク」

財団法人  日本聖書協会

総主事　渡部　信
　　         わたべ   まこと

　ソアの2010年春号をお届けするにあたり、皆さまからの祈りとご
支援に心から感謝申しあげます。さて、新しい年をどのようにお迎
えになったでしょうか。
　私は、最近、時があまりにも速く、刻々と変化していることを感
じています。１年前と比べると、日本では政権が交代し、地球温暖
化によってガソリンカーからエコカーへと時代は移り、世界的な不
況の中で、中国、インド、ブラジルは目覚ましい経済成長を遂げて
います。世界は果たして今後どう変化していくのでしょう。日本聖
書協会も、これから30年先を考えて準備しなくてはなりません。そ
こで、『聖書 新共同訳』の次の翻訳となる、新しい世代に向けた聖
書を翻訳するべく、今年から作業を開始することになりました。
　ＩＴ時代のただ中にある現代では、インターネットが自由に使え、
パソコンソフトで翻訳や編集の作業を行えます。聖書協会世界連盟
では独自の聖書翻訳ソフトを開発し、それを用いて各国の聖書翻訳
がなされています。しかし、神の言葉が生きた言葉として読まれる
ためには、翻訳者と読者の信仰が正しく継承されていかなければな
りません。そのためには、常に聖書に親しむ多くの人々のお祈りと
ご支援が必要です。どうぞこの聖書翻訳事業計画を覚えて、今後も
日本聖書協会の活動をお支えくださいますようお願いいたします。

ソア35号発行に寄せて

スペインの盲人伝道協会
"Nueva Luz"（ヌエバ・ルス）の
局長（右）と
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2009年12月、日本聖書協会理事会は
新しい聖書翻訳事業の開始を決定しました。
この事業の決定に至る背景と今後の予定を、
ここに簡潔に記したいと思います。

翻訳部

　

一
九
世
紀
に
日
本
へ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
が
開

始
さ
れ
る
と
同
時
に
、
聖
書
の
日
本
語
化
へ
の
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
に

出
版
さ
れ
た
『
文
語
訳
』（
明
治
元
訳
）
は
、
キ
リ
ス
ト

教
会
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
日
本
の
思
想
、
文
化
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、

国
語
教
育
の
変
化
に
対
応
し
て
『
口
語
訳
』
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
聖
書
は
お
も
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
で

用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
一
九
八
七
年
に
刊
行

さ
れ
た
『
新
共
同
訳
』
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト

リ
ッ
ク
が
共
同
で
行
っ
た
、
期
を
画
す
る
事
業
の
結
実

で
し
た
。
多
く
の
翻
訳
者
が
教
派
を
超
え
て
協
力
し
、

原
典
に
忠
実
に
、
数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
長
い

年
月
を
か
け
て
完
成
し
た
の
で
す
。

 　

刊
行
後
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
多

く
の
教
派
で
用
い
ら
れ
、
ま
た
多
数
の
キ
リ
ス
ト
教
主

義
学
校
に
採
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
日
本
の
教

会
や
学
校
で
用
い
ら
れ
て
い
る
聖
書
の
お
よ
そ
八
割
が

『
新
共
同
訳
』
と
な
っ
て
い
ま
す
し
、『
新
共
同
訳
』
の

旧
新
約
聖
書
お
よ
び
新
約
聖
書
の
頒
布
数
は
、

二
〇
〇
八
年
ま
で
に
累
計
一
千
万
冊
を
突
破
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
違
い
を
超

え
た
共
通
の
聖
書
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。

2009年10月6日、第4回諮問会議
翻訳方針前文を答申として正式に承認し、
今後の展望について話し合った

●『
新
共
同
訳
』に
至
る
ま
で

　　　　新しい
聖書翻訳事業に向けて
特集
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し
か
し
そ
の
『
新
共
同
訳
』
も
、
出
版
さ
れ
て
か
ら

二
〇
年
以
上
が
経
ち
、
次
世
代
の
た
め
の
聖
書
を
考
え

る
時
期
に
来
て
い
ま
す
。
実
際
、
過
去
の
翻
訳
聖
書
は
、

時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
日
本
語
に
対
応
し
て
、
約

三
〇
年
お
き
に
改
訳
か
新
た
に
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
日
本
語
を
新
し
く
す
る
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
ま
で
の
先
達
の
労
苦
か
ら
十
分
に
学
び
つ

つ
、
こ
れ
ま
で
の
邦
訳
に
対
し
て
頂
戴
し
た
批
判
も

し
っ
か
り
受
け
止
め
た
上
で
、
よ
り
良
い
日
本
語
の
聖

書
を
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
過

去
二
〇
年
余
り
の
間
に
、
翻
訳
の
元
に
な
る
ヘ
ブ
ラ
イ

語
や
ギ
リ
シ
ア
語
写
本
の
研
究
が
進
ん
で
、
一
歩
ず
つ

原
典
に
近
づ
き
、
聖
書
学
も
発
展
し
て
、
聖
書
の
意
味

も
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
翻
訳
作

業
自
体
も
、
過
去
の
経
験
か
ら
よ
り
良
い
翻
訳
理
論
や

実
践
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
問

上
の
成
果
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

聖
書
協
会
世
界
連
盟
が
開
発
し
た
翻
訳
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

を
用
い
る
こ
と
で
、
よ
り
早
く
、
か
つ
統
一
性
の
あ
る

翻
訳
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
日
本
聖
書
協
会
は
二
〇
〇
六
年
か
ら
、
新
し
い

翻
訳
事
業
の
可
能
性
を
探
り
始
め
、
翻
訳
理
論
や
実
践
の

研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
広
く
一
般
の
方
々
に

も
聖
書
に
つ
い
て
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

〇
六
年
と
〇
七
年
に
は
「
聖
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
と
ギ
リ
シ
ア

語
聖
書
の
新
し
い
校
訂
本
に
関
す
る
講
演
、
ま
た
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
自
由
大
学
翻
訳
学
教
授
で
聖
書
協
会
翻
訳
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
も
あ
る
ロ
ー
レ
ン
ス
・
デ
・
フ
リ
ス
博
士

に
よ
る
講
演
は
、
翻
訳
の
た
め
に
特
に
有
益
で
し
た
。

　

聖
書
協
会
の
理
事
、
評
議
員
と
は
懇
談
会
を
三
回
開
き
、

そ
こ
に
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
水
垣
渉
先
生
（「
聖
書
的
伝
統

に
お
け
る
翻
訳
の
問
題
」）、
カ
ト
リ
ッ
ク
箕
面
教
会
の
和
田
幹

男
司
祭
（「
共
同
訳
理
念
の
継
承
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
」）、
そ
し
て
東
京
神
学
大
学
教
授
の
近
藤
勝
彦

先
生
（「
聖
書
翻
訳
と
日
本
で
の
宣
教
に
つ
い
て
」）
を
お
招
き
し

て
、
翻
訳
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
論
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　

二
〇
〇
八
年
三
月
一
二
、一
三
日
に
は
、
聖
書
翻
訳
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
日
本
ウ
ィ
ク
リ
フ
聖
書
翻
訳
協
会
と
共
催

し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
区
ウ
ィ
ク
リ
フ
総
主
事

の
福
田
崇
先
生
か
ら
は
、
翻
訳
文
を
何
重
に
も
チ
ェ
ッ
ク

す
る
大
切
さ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
翻
訳
に
携
わ
る
松
村
隆

先
生
か
ら
は
、
た
と
え
ば
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
を
台
の
上
に
置

か
ず
に
梁
か
ら
吊
す
文
化
で
は
ど
の
よ
う
に
聖
書
を
訳
す

の
か
と
い
っ
た
現
場
の
問
題
、
学
習
院
女
子
大
学
日
本
語

学
教
授
の
福
島
直
恭
先
生
か
ら
は
、
日
本
語
も
必
ず
変
化

す
る
も
の
な
の
で
「
乱
れ
」
と
は
簡
単
に
言
え
な
い
こ
と

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
二
〇
〇
六
年
に
お
呼
び

し
た
デ
・
フ
リ
ス
博
士
に
再
度
、
講
演
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
従
来
、
聖
書
翻
訳
に
お
い
て
は
、
動
的
等
価
（
意

新しい聖書翻訳事業に向けて

国際聖書フォーラム2006「今、聖書を問う。」より

2006年5月4日、ローレンス・デ・フリス氏
アムステルダム自由大学翻訳学教授
最新の翻訳理論であるスコポス理論について講演

2006年5月3日、アドリアン・シェンカー氏
ビブリア・ヘブライカ旧約聖書第5版［BHQ］
刊行チーム総責任者
最新の旧約聖書校訂本の特徴と進捗状況を報告

2006年5月3日、クラウス・ヴァハテル氏
新約聖書本文研究所主任研究員
最新の新約聖書校訂本の特徴と進捗状況を報告

2007年3月22日、第1回理事評議員翻訳懇談会
水垣氏による講演と、スウェーデン、オランダの聖書翻訳の例から学ぶ

2007年10月25日、第2回理事評議員翻訳懇談会
和田司祭（写真）、近藤氏の講演から学ぶ

訳
の
よ
う
な
考
え
方
）
と
直
訳
に
近
い
翻
訳
が
対
立
的
に
捉

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
翻
訳
方
針

の
違
い
は
、
ど
ち
ら
が
良
い
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
翻

訳
聖
書
が
誰
の
た
め
に
（
聴
衆
）、
何
の
た
め
に
使
わ
れ
る

の
か
（
機
能
）
の
違
い
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
だ
と
整
理
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
原
典
の
意
味
を
解
く
聖
書

学
者
と
、
そ
れ
を
良
い
日
本
語
に
す
る
翻
訳
者
と
い
う
二

者
の
役
割
の
違
い
も
整
理
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
デ
・

フ
リ
ス
氏
の
講
演
に
よ
っ
て
、
今
後
の
聖
書
翻
訳
事
業
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
枠
組
み
が
提
供
さ
れ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

日
本
聖
書
協
会
の
翻
訳
事
業
は
、
諸
教
会
に
用
い
ら

れ
、
ま
た
広
く
社
会
に
み
言
葉
を
伝
え
る
た
め
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
個
人
訳
を
採
用
せ
ず
、

委
員
会
訳
と
呼
ば
れ
る
共
同
に
よ
る
翻
訳
作
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
一
個
人
の
好
み
や
解
釈
に
左
右
さ
れ

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
考
慮
し
て
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
視
点
か
ら
の
確
認
が
必
要
と
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
聖
書
協
会
は
二
〇
〇
八
年
六
月
、
国
内

の
三
〇
の
諸
教
派
と
団
体
に
対
し
て
、
代
表
を
送
っ
て

新
し
い
翻
訳
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
広
く
諸
教
会
に

仕
え
る
と
い
う
聖
書
協
会
の
伝
統
的
立
場
に
沿
う
も
の

で
す
。
そ
の
う
ち
、
カ
ト
リ
ッ
ク
を
含
む
一
八
の
諸
教

●
新
し
い
翻
訳
の
た
め
の
準
備

●
新
し
い
翻
訳
の
必
要
性

●
諮
問
会
議

特集

派
、
団
体
が
応
答
し
て
議
員
を
派
遣
し
て
く
だ
さ
り
、

二
〇
〇
八
年
の
一
〇
月
か
ら
四
回
に
わ
た
っ
て
諮
問
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
九
年
一
〇
月
六
日
に
持
た
れ
た
、
最
終
回
と

な
る
第
四
回
諮
問
会
議
で
は
、
本
稿
末
尾
に
掲
載
し
た

「
翻
訳
方
針
前
文
」
が
採
択
さ
れ
、
日
本
聖
書
協
会
理

事
会
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
九
年
一
二
月
四
日

の
理
事
評
議
員
会
で
は
、
こ
の
前
文
に
基
づ
い
て
新
し

い
翻
訳
事
業
を
行
う
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

前
文
は
、
新
し
い
翻
訳
事
業
の
憲
法
に
あ
た
る
も
の

で
、
今
後
の
翻
訳
事
業
は
こ
の
前
文
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
前
文
を
考
案
し
採
択
し
た
一
八
の
教
派
、
団
体

の
信
徒
数
は
、
日
本
国
内
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
人
口
の

七
五
・
三
％
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
（『
キ
リ
ス
ト
教
年
鑑
』
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二
〇
〇
九
年
度
版
）。
つ
ま
り
、
こ
の
諮
問
会
議
は
日
本

の
キ
リ
ス
ト
教
会
を
ほ
ぼ
代
表
し
、
こ
の
前
文
に
表
現

さ
れ
て
い
る
翻
訳
聖
書
は
、
諸
教
会
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ

て
い
る
聖
書
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
教
派
を
超
え
た
日
本

の
標
準
訳
と
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　　
今
後
は
、
翻
訳
者
が
同
一
の
方
針
に
沿
っ
て
作
業
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
翻
訳
か
ら
出
版
ま
で
一
貫

し
た
方
針
で
事
業
を
進
め
る
た
め
に
、
翻
訳
方
針
前
文

を
基
に
具
体
的
な
翻
訳
上
の
方
針
を
定
め
ま
す
。
そ
し

て
、
諸
教
派
団
体
か
ら
推
薦
さ
れ
る
翻
訳
者
を
中
心
に

　

近
代
日
本
に
お
け
る
福
音
宣
教
の
開
始
後
、
聖
書
は

い
ち
早
く
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
。
そ
れ
は
教
会
の
正
典

と
し
て
用
い
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
言
語
、
文
学
、
思

想
な
ど
、
日
本
文
化
全
体
の
発
展
に
も
貢
献
し
た
。
過

去
の
聖
書
協
会
に
よ
る
邦
訳
聖
書
刊
行
だ
け
を
見
て

も
、『
明
治
元
訳
』（
一
八
八
七
年
）
の
後
、『
大
正
改
訳
』

（
一
九
一
七
年
）、『
口
語
訳
』（
一
九
五
五
年
）、『
新
共
同
訳
』

（
一
九
八
七
年
）
と
、
お
よ
そ
三
〇
年
お
き
に
改
訂
あ
る

い
は
新
訳
が
な
さ
れ
て
い
る
。
翻
訳
作
業
に
一
〇
年
か

か
る
と
す
れ
ば
、『
新
共
同
訳
』
が
刊
行
さ
れ
て
二
〇

年
が
過
ぎ
た
現
在
、
聖
書
の
新
し
い
訳
が
検
討
さ
れ
る

べ
き
時
期
が
来
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
実
際
、
過
去
数

十
年
間
に
生
じ
た
聖
書
学
、
翻
訳
学
な
ど
の
進
展
、
底

本
の
改
訂
、
日
本
語
や
日
本
社
会
の
変
化
、
ま
た
『
新

共
同
訳
』
見
直
し
へ
の
要
請
が
、
新
し
い
翻
訳
を
求
め

て
い
る
。

　

新
し
い
聖
書
翻
訳
は
、

（
１
）
共
同
訳
事
業
の
延
長
と
し
、
日
本
の
教
会
の
標

　

準
訳
聖
書
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
す
べ
て
の
キ     

　

リ
ス
ト
教
会
で
の
使
用
を
目
指
す
。

（
２
）
礼
拝
で
用
い
る
こ
と
を
主
要
な
目
的
と
す
る
。

　

そ
の
た
め
、
礼
拝
で
の
朗
読
に
ふ
さ
わ
し
い
、　　

　

格
調
高
く
美
し
い
日
本
語
訳
を
目
指
す
。

（
３
）
義
務
教
育
を
終
了
し
た
日
本
語
能
力
を
持
つ
人

　

を
対
象
と
す
る
。

（
４
）
言
語
と
文
化
の
変
化
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た
っ

　

て
日
本
語
、
日
本
文
化
の
形
成
に
貢
献
で
き
る　
　

  

　

こ
と
を
目
指
す
。

（
５
）
こ
の
数
十
年
に
お
け
る
聖
書
学
、
翻
訳
学
な
ど

　
の
成
果
に
基
づ
き
、
原
典
に
忠
実
な
翻
訳
を
目
指

　

す
。
底
本
と
し
て
、
旧
約
（
Ｂ
Ｈ
Ｑ
）・
新
約
（
Ｕ
Ｂ

　
Ｓ
第
５
版
）・
旧
約
続
編
（
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
版
）
な
ど
、

　

最
新
の
校
訂
本
を
で
き
る
限
り
使
用
す
る
。

（
６
）
文
学
類
型
の
違
い
を
訳
出
し
て
原
典
の
持
つ
力

　

強
さ
を
伝
達
す
る
努
力
は
す
る
が
、
聖
書
が
神
の
言

　

葉
で
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま
え
、
統
一
性
を
保
つ
視
点

　

を
失
わ
な
い
こ
と
と
す
る
。
固
有
名
詞
や
重
要
な
神

　

学
用
語
に
つ
い
て
は
『
新
共
同
訳
』
の
み
な
ら
ず
、

　

過
去
の
諸
翻
訳
も
参
考
に
し
て
、
最
も
適
切
な
訳
語

　

を
得
る
よ
う
に
つ
と
め
る
。

（
７
）
そ
の
出
版
に
際
し
て
、
異
読
、
な
ら
び
に
地
理

　

や
文
化
背
景
な
ど
を
説
明
す
る
注
、
引
照
聖
句
、
重

　

要
語
句
を
解
説
す
る
巻
末
解
説
、
小
見
出
し
、
章
節
、

　

地
図
や
年
表
、
な
ど
の
本
文
以
外
の
部
分
は
、
で
き

　

る
限
り
さ
ま
ざ
ま
な
組
み
合
わ
せ
を
考
え
、
読
者
の

　

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
努
力
を
す
る
。

諮
問
会
議
議
員
（
団
体
名
順
）

ウ
ェ
ス
レ
ア
ン
・
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
団
　
黒
木
安
信

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
①
　
寺
園
喜
基

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟
②
　
山
本
真
司

沖
縄
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
　
喜
友
名
朝
順

基
督
兄
弟
団
　
池
本
　
潔

救
世
軍
　
平
本
　
直

在
日
大
韓
基
督
教
会
　
朴
寿
吉

聖
イ
エ
ス
会
　
辻
田
協
二

日
本
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ゴ
ッ
ド
教
団
　
川
上
良
明

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
①
　
下
窄
英
知

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
②
　
岩
本
潤
一

日
本
キ
リ
ス
ト
改
革
派
教
会
　
三
野
孝
一

日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
　
三
好
　
明

日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
　
石
田
　
学

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
同
盟
　
山
本
富
二

日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
　
濱
野
道
雄

日
本
ル
ー
テ
ル
教
団
　
柴
田
千
頭
男

日
本
基
督
教
団
①
　
内
藤
留
幸

日
本
基
督
教
団
②
　
中
野
　
実

日
本
聖
公
会
　
輿
石
　
勇

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
　
鈴
木
　
浩

●
今 

後

翻
訳
を
開
始
し
ま
す
。

　

今
回
の
翻
訳
事
業
の
特
徴
の
一
つ
は
、
聖
書
協
会
世

界
連
盟
内
で
促
進
さ
れ
て
い
る
新
し
い
方
針
を
採
択
し

て
い
る
点
で
す
。
今
ま
で
の
翻
訳
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、

ギ
リ
シ
ア
語
と
い
う
原
語
を
理
解
す
る
方
々
を
中
心
に

翻
訳
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
最
終
的
に
日
本
語
の
専
門
家

が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
う
方
法
で
な
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
今
回
の
事
業
で
は
、
原
語
担
当
者
と
日

本
語
担
当
者
が
最
初
か
ら
二
人
三
脚
で
行
い
ま
す
。
原

語
担
当
者
は
原
典
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
語
担

当
者
は
そ
れ
を
よ
り
良
い
日
本
語
に
す
る
と
い
う
も
の

で
、
よ
り
効
率
よ
く
、
良
い
日
本
語
の
翻
訳
が
な
さ
れ

る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
方
式
は
、
二
〇
〇
四
年
に

刊
行
さ
れ
て
成
功
を

収
め
た
最
新
の
オ
ラ

ン
ダ
語
聖
書
に
も
用

い
ら
れ
ま
し
た
。

　

原
語
担
当
者
と
日

本
語
担
当
者
が
作
成

し
た
訳
文
は
、
朗
読

に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど

う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
朗
読
チ
ェ
ッ
ク
を

受
け
、
多
く
の
モ
ニ

タ
ー
に
よ
る
意
見
を

吸
収
し
、
諸
教
派
の

意
向
を
考
慮
し
、
聖

書
学
や
教
義
学
等
の
専
門
家
か
ら
の
批
評
に
よ
っ
て
改

訂
さ
れ
て
、
最
終
的
な
訳
文
に
至
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
翻
訳
聖
書
は
、
次
頁
に
掲
載
す
る
前
文

に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
教
会
の
標
準
訳
聖
書
と
な
り
、

礼
拝
で
の
朗
読
に
ふ
さ
わ
し
い
格
調
高
く
美
し
い
日
本

語
訳
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
日
本

語
、
日
本
文
化
の
形
成
に
貢
献
で
き
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
高
い
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、

多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
支
援
に
加
え
、
神
ご
自
身

の
お
働
き
を
求
め
る
祈
り
が
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
か
ら

開
始
さ
れ
る
こ
の
新
し
い
翻
訳
事
業
の
た
め
に
、
ご
支

援
、
ご
祈
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

翻
訳
方
針
前
文

新しい聖書翻訳事業に向けて

2008年3月13日、聖書翻訳ワークショップ
（左から）松村氏、福田氏、デ・フリス氏のパネル・ディスカッション

2008年10月13日、第1回諮問会議
新共同訳についての諸問題や今後の展望全般について語り合う

2009年3月6日、第2回諮問会議
プロテスタントとカトリックの共同訳事業とすることなどを決定

2009年5月21、22日、第3回諮問会議
新しい翻訳聖書の主な読者と使用目的などを含む翻訳方針前文を作成
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